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１ はじめに 

 かぜ症候群とは，鼻やのど，気管支や肺に

急性の炎症をきたす疾患の総称で，その原因

となる病原体は 80～90％がウイルスといわれ

ています。主な原因ウイルスとしてはライノ

ウイルス，コロナウイルス，パラインフルエ

ンザウイルス，RS ウイルス，インフルエンザ

ウイルスなどがあげられます。これらのウイ

ルスが口や鼻から入って気道粘膜に付着し，

細胞内に侵入し増殖することから感染が始ま

るとされています。症状としては，くしゃみ，

鼻水，鼻づまり，喉の痛み，咳，頭痛，発熱

等があげられます。乳幼児や高齢者，慢性疾

患のある人では重症化することもあるので注

意が必要です。当所では，新潟県感染症発生

動向調査の一環としてかぜ症候群の原因とな

るウイルスを調査しています。そのなかで

2013 年に新潟県では初めてサフォードウイル

スというウイルスを検出しましたのでご紹介

します。 

 

２ 調査方法 

新潟県感染症発生動向調査において 2013

年 1 月から 12 月に県内の医療機関で採取さ

れた咽頭ぬぐい液，鼻汁等を材料として，ウ

イルス分離培養，遺伝子検査等によりウイル

スの検索を行いました。 

(1) ウイルス分離培養 

ウイルスはとても小さく，普通の顕微鏡で

は見ることができません。また，ウイルスは

生きた細胞の中でしか増殖することができな

いため，６種類の培養細胞にウイルスを感染

させ，細胞が変化していく様子を顕微鏡で観

察し，ウイルスが増殖しているかどうか確認

します。 

(2) 遺伝子検査 

ウイルス分離培養では検出できないウイル

スの場合，患者さんから採取された検体から

直接ウイルスの遺伝子を抽出して検査を行い

ます。また，ウイルス分離培養でウイルスの

増殖が確認された培養液からウイルス遺伝子

を検出してウイルスの種類や型に分類します。 

 

３ 結果 

 県内の医療機関でかぜ症候群に含まれるイ

ンフルエンザや上気道炎，下気道炎といった

急性呼吸器感染症と診断された患者さんから

採取された 331 検体についてウイルスの検索

を行いました。その結果，265 検体からウイ

ルスを検出し，検出率は 80.1％でした。最

も多かったのはインフルエンザウイルスで，

次いでライノウイルス，パラインフルエンザ

ウイルス，RS ウイルス，アデノウイルスの

順で検出されました。また，2013 年に新潟

県では初めてサフォードウイルスが咽頭炎や

扁桃炎の患者さんから検出されました。この

ウイルスは 2007 年に発見された新しいウイ

ルスで，その疫学や病原性についてはまだ解

明されていません。 

 

４ 今後の取り組み 

かぜ症候群の原因となるウイルスは非常に

種類が多く，検査には多くの手間と時間がか

かります。現在，複数のウイルスを効率的に

検出できる検査方法を検討しており，集団感

染事例が発生した際にも迅速に対応できるよ

う検討を進めています。 

また今回検出したサフォードウイルスは一

定の病原性を持つことが示唆され，かぜ症候

群の原因ウイルスのひとつと考えられました。

今後も新たなウイルスの出現に注意しながら

原因ウイルスの検索を実施していく必要があ

ると考えます。 
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本日の内容

• かぜ症候群とは

• ウイルスの検査方法

• 新潟県での検出状況

• サフォードウイルスについて

• 今後の取り組み
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かぜ症候群とは

鼻やのど、気管支、肺などの呼吸器
に急性の炎症をきたす疾患の総称です。

あらゆる年齢層に発症し大半の人が罹
患する最も身近な疾患です。
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かぜ症候群とは
～診断名はさまざま～

• インフルエンザ

• RSウイルス感染症

• 普通感冒

（いわゆる「かぜ」）

• 咽頭結膜熱

• ヘルパンギーナ

• 上気道炎（咽頭炎、扁桃炎など）

• 下気道炎（気管支炎、肺炎など）
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かぜ症候群の原因となる病原体

• ウイルス：80～90％
ライノウイルス
コロナウイルス
インフルエンザウイルス
RSウイルス
パラインフルエンザウイルス
アデノウイルス
ヒトメタニューモウイルス
エンテロウイルス
その他

• 細菌、その他：10～20％

なんと
200種類以上！
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新潟県での集団感染事例

発生時期 施設 発症者/入所者 症状 原因ウイルス

2013年
9月

病院1病棟 21名/49名 発熱、咳等
ヒトメタニューモ
ウイルス

2014年
9～10月

介護老人
保健施設

17名/188名 発熱、鼻水等 ライノウイルス

2014年
10月

特別養護
老人施設

入所者10名/70名
職員 5名/48名

微熱、鼻水、
咳等

ライノウイルス

高齢者や乳幼児、慢性疾患のある方は重症化することもあるため注意が必要

かぜ症候群の感染経路

接触感染 飛沫感染
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かぜ症候群の予防対策

うがい手洗い 咳エチケット
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ウイルスの検査方法
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検体を培養細胞に接種

同定検査
遺伝子検査、中和試験等

検査方法１：ウイルス分離培養

接種後10日～２週間
顕微鏡で観察

細胞に変化なし
培養陰性

細胞に変化あり
培養陽性

33℃５％CO2

ふ卵器で培養

細胞の種類 増殖できるウイルス

MDCK ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ

Caco-2 ﾊﾟﾗｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ

LLC-MK2 ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓｳｲﾙｽ

Vero9013 ｴﾝﾃﾛｳｲﾙｽ、RSｳｲﾙｽ

RD18S ﾗｲﾉｳｲﾙｽ、ｴﾝﾃﾛｳｲﾙｽ

A549 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ

標的ウイルスの
遺伝子を増やす

検査方法２：遺伝子検査

遺伝子解析

検体または培養液
から遺伝子を抽出

H275Y

ヒスチジン→チ

塩基配列を調べ遺伝子型などを確認
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遺伝子が増えた事
を電気泳動で確認

必要に応じて

特定の位置にバンドあり

新潟県でのウイルス検出状況
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感染症発生動向調査

期 間：2013年1月から12月

対象疾患：インフルエンザ

RSウイルス感染症

上気道炎

下気道炎

ヘルパンギーナ

咽頭結膜熱

材 料：咽頭ぬぐい液、鼻汁、便、髄液、

尿、うがい液の合計331検体

病原体サーベイランス ・・・県内でどんなウイルスが
流行しているか調べます
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診断名別の割合（2013年）
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N=331

15

かぜ症候群患者から検出された
ウイルスの割合（2013年）

検出率80.1%
（265/331）

上気道炎・下気道炎患者から検出された
ウイルスの割合（2013年）

上気道炎
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下気道炎
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上気道炎・
下気道炎患者から

検出された
主要ウイルスの
月別検出状況
（2013年）

サフォードウイルスについて

18

サフォードウイルスとは

• サフォードウイルス（SAFV）は、ピコル
ナウイルス科の新たなウイルスとして
2007年に発見されました

• これまで小児の呼吸器感染症や胃腸炎、無
菌性髄膜炎等の患者検体から検出されてい
ますが、その疫学や病原性については解明
されていません

• 新潟県では2013年にかぜ症候群患者から
初めてSAFVを検出しました

19 20

SAFV検出の経緯１

遺伝子
検査

ライノウイルス
エンテロウイルス

ウイルス
分離培養

RD-18S細胞において細胞の変化を認めた

接種前 接種後3日目

細胞が丸く
変化している

・・・何ウイルス？？？

陰 性
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SAFV検出の経緯２

ウイルス粒子は

直径30nmの小さい球形

ピコルナウイルス科
30nm

サフォードウイルスの

遺伝子検査と遺伝子解析

電子顕微鏡における観察

サフォード
ウイルス2型
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新潟県でのSAFV検出状況

2013年、かぜ症候群と思われる患者5
名からサフォードウイルス2型を検出
かぜ症候群以外の患者1名からも検出

過去の未同定ウイルスついて精査した結果、
2007年、2008年に分離したウイルス
４株がサフォードウイルス3型と判明

3株：かぜ症候群患者由来
1株：無菌性髄膜炎患者由来
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培養で
検出してい
る機関は

ごくわずか

遺伝子検査による検体からのウイルス検出

年
検出

ウイルス
症例 材料

ｻﾌｫｰﾄﾞ
ｳｲﾙｽ

ﾗｲﾉｳｲﾙｽ/
ｴﾝﾃﾛｳｲﾙｽ

ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓ
ｳｲﾙｽ

RS
ｳｲﾙｽ

ﾊﾟﾗｲﾝﾌ
ﾙｴﾝｻﾞ
ｳｲﾙｽ

ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽ

2007

SAFV-3 １ 咽頭ぬぐい液 ＋ － － － － －

SAFV-3 ２ 髄液 ＋ － － － － －

2008

SAFV-3 ３ 鼻汁 ＋ － － － － －

SAFV-3 ４ 咽頭ぬぐい液 ＋ － － － － －

2013

SAFV-2 ５ 咽頭ぬぐい液 ＋ － － － － －

SAFV-2 ６ 鼻汁 ＋ － － － － －

SAFV-2 ７ 鼻汁 ＋ － － － － －

SAFV-2 ８ ふん便 ＋ － － － － －

SAFV-2 ９ 咽頭ぬぐい液 ＋ － － － － －

SAFV-2 10 咽頭ぬぐい液 ＋ － － － － －

各症例の臨床症状
症
例

診断名 発熱
咽頭
炎

頭痛
扁桃
炎

気管
支炎

腹痛 嘔吐 嘔気
髄膜
炎

SAFV
3型

１ 咽頭炎 39.0 ＋

２ 無菌性髄膜炎 40.3 ＋ ＋ ＋

３ 急性気管支炎 38.2 ＋

４ 咽頭炎 40.0 ＋ ＋

SAFV
2型

５ 咽頭炎 40.0 ＋ ＋

６ 咽頭炎 38.4 ＋

７
急性気管支炎、

咽頭炎
39.0 ＋ ＋ ＋

８
病巣のはっきりしな
い細菌感染症疑い 39.5 ＋

９ 扁桃炎 40.0 ＋ ＋

10 咽頭扁桃炎 39.2 ＋ ＋

100%    60%    40%    20%    20%   10%    10%   10%    10%かぜ症候群：80%
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SAFV陽性患者の年齢分布

0

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 >10

年 齢

SAFV-3

SAFV-2
中央値：5.5歳

25

（人）

中央値：3.5歳

 969/Niigata/2013

 998/Niigata/2013

 959/Niigata/2013

 930/Niigata/2013

 887/Niigata/2013

 965/Niigata/2013

 QCW/2011(JX163901)

 10H66354DK(JF693612)

 Yamagata.JPN/2062.09.(AB545779)

 FIN08-13B(FJ374267)SAFV-2

 Yamagata.JPN/2775.09.(AB545787)

 Pak1141(FJ463604)SAFV-8

 Gunma/176/2008(AB570426)

 245/Yamagata/2008SAFV-3

 165/Niigata/2008

 166/Niigata/2008

 Aichi10247/2007

 911/Niigata/2007

 987/Niigata/2007

 JPN08-404(HQ902242)

 Pak5842(FJ463606)SAFV-4

 Saffold virus EF165067 SAFV-1

 Afg1449(FJ463602)SAFV-7

 1601/Yamagata/2008(AB614366)SAFV-6

 Pak5003(FJ463615)SAFV-5

 Theilers-like virus of rats (AB090161)

0.1

2013年
2008年
2007年

SAFV-2

SAFV-3

SAFVのVP1領域における
遺伝子系統樹(327nt)

26

SAFVはかぜ症候群の
原因ウイルスのひとつか？

• SAFVが陽性となった10症例はいずれも38℃以上の発
熱があり、このうち8例は咽頭炎、扁桃炎、気管支炎と
いったかぜ症候群の症状がみられました

• 検出されたSAFVは型ごとに類似性が高く、検体が採取
された時期にこれらのウイルスによる感染が広がってい
たことが推察されました

• 10症例からSAFV以外のウイルスが検出されなかったこ
とから、SAFVが一定の病原性を持つことが示唆されま
した

かぜ症候群の原因ウイルスのひとつ
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今後の取り組み

• かぜ症候群の原因ウイルスはたくさんあり、集団
感染事例を引き起こすこともあります

迅速に対応できるように複数のウイルスを同時に

検出できる効率的な検査方法について検討を進め

ていきます

• 今後もSAFVをはじめ、新たに出現するウイルス
にも注意しながら原因ウイルスの検索を実施して
いく必要があります
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